
これからの経営環境の変化を広い視野から捉えたい

世界情勢や人口減少が自社にどう影響するのか考えたい

AIなど新しいテクノロジーを経営にどう生かすか考えたい

自社の将来や新たな事業の可能性を考えるきっかけが
ほしい

京都大学の研究者や地域企業との交流を広げたい

会場
京都中央信用金庫 京都駅八条口ビル
共創施設
KYOTO CENTCROSS

事業者の方対象

30名程度（先着順）定員
※定員に達した場合は、申込フォームにて募集終了の 
　お知らせをいたします。

費用 無料

形式 対面形式（一部見逃し配信あり）

主催等 主催：京都中央信用金庫

（企画・運営（一部）　京大オリジナル株式会社）

協力：京都大学 大学院教育支援機構
リカレント教育センター

申込・詳細はこちら

会 場 詳 細

kyoto-centcross@kyoto-chushin.jp
075-223-4198

event1@kyodai-original.co.jp　
075-753-7778

1 10月28日 2026年 （水）

2 11月6日2026年 （金）
3 12月4日2026年 （金）

4 12月9日2026年 （水）

京都中央信用金庫 ×
京都大学　リカレント講座

京都大学大学院教育支援機構リカレント教育センター連携講座

企業経営を取り巻く環境は、大きな転換期を迎えています。
世界情勢、AI技術、人口減少社会、地域企業の共創。
経営を左右する4つの変化を、京都大学の研究者と読み解きます。
講義と対話を通じて、
「自社に何が起こるのか」
「今、何をすべきか」を考える全4回シリーズです。

―2030年代を見据えた4つの経営イシュー―

京大研究者
経営環境

と読み解く
の と今 未来

日 程 こんな方におすすめ

各回　18:00-20:00
（講義75分＋ワーク45分）

京都中央信用金庫●
KYOTO CENTCROSS

京大オリジナル株式会社●
（企画運営受託）

申込・会場に関するお問い合わせ 講座内容に関するお問い合わせ

https://kyoto-centcross.chushin.co.jp/
https://business.form-mailer.jp/fms/820af53f366599


01 世 界

02 技 術

04 関西・共創

03 社 会

プログラム ※第1回、第4回には交流会を予定しております。

10.28 (水)

世界に学ぶ日本経済再興のカギ

関山 健
氏 京都大学　大学院教育支援機構リカレント教育センター長／教授
せきやま たかし

趙 亮  氏 京都大学　大学院教育支援機構／大学院総合生存学館　教授
ちょう りょう

関西企業の共創と持続的成長

11. 6 (金)

12. 4 (金)

12. 9 (水)

博士（国際協力学、法学）。財務省、外務省で約10年にわたり、予算編成、ア
ジア向けODA、経済連携協定交渉などの政策実務を経験。現在は国際政治経
済、経済安全保障、気候安全保障などを研究。世界各国の成長戦略にも精通す
る。主な著書に『「稼ぐ小国」の戦略』『気候紛争―たった「2℃」が起こす戦
争』『気候安全保障の論理』など。

博士（情報学）。中国・清華大学で応用数学と計算機科学を学び、京都大学大
学院へ。京都大学大学院情報学研究科講師、ドイツ・カールスルーエ工科大
学客員教授、京都大学大学院総合生存学館准教授などを経て現職。人工知
能、グラフ・ネットワークアルゴリズム、機械学習から「生命と智慧」まで、
情報を軸に分野横断的な研究を展開。著書に『選挙・投票・公共選択の数理』
（分担執筆）など。

救世主か脅威かー2030年のAIを考える

縮む日本：地方と地方都市に映る日本と東京の明日の姿、持続への道

博士（地域科学）。1996年より京都大学経済研究所、2009年より教授。都市・
地域経済学、空間経済学の第一線で、人口や産業が都市に集積するメカニズ
ムを理論・実証の両面から研究。現在は、急速な人口減少のもとで日本の都
市・地域が今後どのように変化するか、その将来予測にも取り組む。都市・
産業集積に関する国際的な主要学術誌への論文多数。

博士（経営学）、米国ボストン大学MBA。京都大学工学部卒業後、三洋電機で
映像・デジタル機器の技術開発や事業企画に従事。約25年にわたる企業実務
を経て京都大学へ。メーカーでの経験を活かし、イノベーションやサービス経
営に加え、観光、老舗経営などを幅広く研究する。主な著書に『パズル理論
―意思決定に見るジグソーパズル型と知恵の輪型』『日本型クリエイティブ・
サービスの時代』など。

2030年代を見据えた4つの経営イシュー

京都中央信用金庫が京都駅八条口に開設した、
「人・モノ・知識」が交わる共創と成長の場。
交流から新たなアイデアや価値を生み出し、地
域・企業の課題解決につなげます。

京都大学大学院教育支援機構 
 リカレント教育センター
京都大学の多様な「知」を生かし、社会人の学
び直しと新たな挑戦を支えるリカレント教育を
推進。社会やビジネスの変化に向き合うため
の、多様な学びの機会を提供しています。

前川 佳一  氏 京都大学　経営管理大学院　客員教授
まえがわ よしかず

森 知也
氏 京都大学　経済研究所　教授
もり ともや

18：00～

18：00～

18：00～

18：00～

https://kyoto-centcross.chushin.co.jp/
https://recurrent-iac-kyoto-u-ac.studio.site/
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